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詳しくは http://kokusei2015.stat.go.jp/検索国勢調査2015

国勢調査については、「国勢調査 2015 キャンペーンサイト」をご覧ください。

問
合
せ

 国勢調査を行います。
平成27年

   国勢調査は、国籍を問わず、日本に住んでいるすべての人・世帯を対象としています。

　国勢調査は、「統計法」という法律に基づき実施し、報告義務が

定められています。住民票などの届出に関係なく、10月1 日現在、

ふだん住んでいる場所で調査することになっています。また、この

調査の結果から得られる人口は、選挙区の区割りや仙北市の収入と

なる地方交付税の算定の基準などに利用されます。

※調査で知り得た世帯の内容は、厳重に保護されますので、ご安心ください。

9月10 日から 20 日まで先行して
インターネット回答ができます

パソコン、タブレット、スマートフォンで、お

好きな時間に回答ができます。イン

ターネットで回答された世帯には紙の

調査票の提出が不要となるため、

調査員の訪問がありません。

※インターネット回答で入力できない漢字は、

　ひらがなで入力することができます。

インターネット回答がなかった世帯には
調査員が調査票をお配りします

配布された調査票（紙）に記入し、

調査員に渡していただくか、

郵送で提出できます。

提出は、10 月 1 日か

ら 7 日までにお願い

します。

9月10日から　
調査員が順次各世帯を訪問して書類を配布します。

平成 27 年国勢調査では、回答方法を選ぶことができます

！
かたり調査に　
ご注意ください

国勢調査員は、「国勢調査員証」

「腕章」を身に着け、「国勢調

査書類入れ」を携帯します。

　全国高校総体で倉橋正斗君が大健闘

９
月
の
国
体
で
雪
辱
誓
う

　

８
月
３
日
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
校
総
体
の
ボ
ー
ト
種
目
で
、
雫

石
高
校
が
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
準
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ペ
ア
で
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
こ
の
競
技
の

選
手
の
一
人
は
、
生
保
内
中
出
身
の
倉

橋
正
斗
君
（
３
年
・
生
保
内
）。

　

決
勝
は
４
艇
に
よ
る
１
０
０
０
㍍
の

レ
ー
ス
と
な
り
、
倉
橋
君
ペ
ア
は
好
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
て
得
意
の
逃
げ
切
り
に

入
り
ま
し
た
が
、
残
り
２
５
０
㍍
地
点

で
後
方
か
ら
猛
チ
ャ
ー
ジ
を
か
け
て
き

気
に
な
る
フ
レ
ー
ズ
心
が
け

　

第
67
回
毎
日
書
道
展（
毎
日
新
聞
社
、

毎
日
書
道
展
主
催
）
の
会
友
・
公
募
部

門
の
最
高
賞
で
あ
る
毎
日
賞
に
酒
井
佇

泉（
本
名
・
泉
）さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
に
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
へ

入
賞
報
告
に
訪
れ
た
酒
井
さ
ん
の
作
品

は
「
角
館
の
お
祭
り
」
を
題
材
と
し
た

も
の
。
こ
の
作
品
は
、
締
め
切
り
直
前

ま
で
試
行
錯
誤
し
た
と
話
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
冬
に
開
催
さ
れ
る
モ
ー
グ

ル
競
技
を
連
想
す
る
作
品
に
挑
戦
し
て

み
た
い
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　酒井佇泉さんが毎日書道展入賞

酒
井
さ
ん
は
、「
大
学
以
後
遠
ざ
か
っ
て
い
た
書

道
を
始
め
た
の
は
師
匠
の
導
き
の
お
か
げ
。
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
全
国
選
抜
大
会
準
優
勝
の
若
狭
高
校

（
福
井
県
）
に
、
わ
ず
か
０
秒
18
差
で

か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
わ
か
や
ま

国
体
（
ボ
ー
ト
種
目
は
琵
琶
湖
会
場
）

で
は
優
勝
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

入
賞
作
品
。
文
章
は「
敬
虔
な
祈
り
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
お
祭
り
へ
昇
華
し
て
い
く
」。

倉
橋
君
は
、「
こ
の
悔
し
さ
は
国
体
で
晴
ら
し
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　8 月 17 日、桧木内川河川公園を主会場に「戸沢氏祭」が開催さ

れました。
　お家行列の出陣式を真山寺で行った後、出発した総勢 200 人余
りの一行が、門屋城址を経由して、桧木内川河川公園までゆっくり
と練り歩きました。
　会場では、魚のつかみ捕りや田沢湖龍神太鼓、手踊りなどの催し
物が次々と行われていましたが、時折雨が強く降り出す空模様とな
りました。それでも、予定どおり夜には灯籠流しや花火大会が行わ
れるなど、大勢の人が最後までお祭りを楽しみました。
　また、同日には、「第３回戸沢サミット in 仙北」がたざわこ芸
術村（温泉ゆぽぽ）を会場に開催されました。
　このサミットは、戦国武将戸沢氏に縁のある岩手県雫石町、茨城
県小美玉市、同県高萩市、山形県新庄市と本市が戸沢氏の顕彰と後
世への伝承・地域活性化につなげることなどを目的に、平成 25 年
度から始まったもので、熊谷徹教育長が「中世の北浦地方における
戸沢氏」と題した講演を行ったほか、西明寺中の生徒による戸沢氏
にまつわる寸劇が披露されるなど、有意義な時間を過ごしました。

ふるさとの武将戸沢氏を讃えて

第 19回戸沢氏祭
第3回戸沢サミット in仙北

「戸沢氏祭」では、真山寺で出陣式を行ったあと、門屋
城址を経由し、主会場となる桧木内川河川公園までお家
行列が練り歩きました（左上）。「戸沢サミット in 仙北」
では、戸沢氏が伝えたとされる戸沢ささらが披露され、
会場から大きな歓声が上がりました（右上）。また、西
明寺中学校の生徒たちによる寸劇では、迫真の演技で観
客を魅了し、会場は物語の世界に引き込まれました。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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新
成
人
が
誓
い
の
こ
と
ば
で
気
持
ち
新
た
に

平
成
27
年
度
仙
北
市
成
人
式

　第 45回生保内節盆踊り大会

盆
行
事
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
飾
る

　

８
月
20
日
、
田
沢
湖
庁
舎
前
駐
車
場

で
第
45
回
生
保
内
節
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
多
く
の
参
加
を
募
る
た
め

「
盆
踊
り
大
会
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
盆
踊
り
賞
や
仮
装
賞
、
団
体
賞

な
ど
各
種
賞
品
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
民
謡
「
生
保
内
節
」
の
元

唄
に
合
わ
せ
た
手
踊
り
や
地
元
の
郷
土

芸
能
で
あ
る
石
神
稲
穂
太
鼓
、
生
保
内

田
植
え
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

だ
し
の
こ
園
職
員
有
志
に
よ
る
踊
り
も

女
川
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

　

８
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
宮
城
県
女

川
町
の
小
学
生
15
人
が
仙
北
市
を
訪

れ
、
農
山
村
体
験
、
自
然
体
験
、
文
化

体
験
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
田
沢
湖
自
然
体
験
セ
ン

タ
ー
で
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
石
窯
で

ピ
ザ
作
り
や
田
沢
湖
で
カ
ヌ
ー
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。
二
日
目
は
農
家
民
宿

に
泊
ま
り
、
夏
野
菜
を
収
穫
し
た
り
、

流
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
た
り
楽
し
い
思

い
出
を
作
り
ま
し
た
。
最
終
日
は
、
た

ざ
わ
こ
芸
術
村
で
お
別
れ
会
が
行
わ

　子どもふるさと交流推進事業

しなやかな踊り手や子どもたちが大きな輪になり、演
奏に合わせて会場を何周も踊りました。

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
農
家
民
宿
の
方
々

へ
お
礼
に
地
元
の
「
さ
ざ
な
み
太
鼓
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
賑
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

海育ちの女川の子どもたちは、田沢湖でのカヌー
体験に興奮気味。たっぷり楽しんだ後、石窯で焼
いたピザも美味しくいただきました。

そ
れ
ぞ
れ
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
で
、
将
来
の
抱
負
を
述
べ
た
浅
利
萌
菜
さ
ん
（
上
段
）、
阿
部
心
聖
さ
ん
（
中
段
）、

真
崎
宏
也
さ
ん
（
下
段
）。
３
人
は
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
仙
北
市
全
域
で
秋
田
県
総

合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
県
が
主
催
し
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
災
害
発
生
時
の
応
急
対

策
に
つ
い
て
訓
練
す
る
も
の
で
す
。

角
館
地
区
で
は
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
（
右
上
）、
田
沢

湖
高
原
地
区
で
は
逃
げ
遅
れ
者
を
自
衛
隊
ヘ
リ
が
救
出

（
右
下
）、
田
沢
湖
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部

（
左
上
）、
訓
練
後
に
講
評
を
述
べ
る
佐
竹
知
事
（
左
下
）。

　

訓
練
の
前
段
で
は
、
横
手
盆
地
・
真
昼

山
地
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
家

屋
の
倒
壊
や
火
災
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
救
助
活
動

や
住
民
主
体
の
消
火
活
動
な
ど
、
後
段
で

は
、
秋
田
駒
ヶ
岳
の
火
山
活
動
が
活
発
化

し
て
住
民
が
大
規
模
な
避
難
を
行
う
と
い

う
想
定
で
、
関
係
機
関
55
団
体
な
ど
約

１
８
０
０
人
の
方
々
が
参
加
し
、
市
内
全

域
で
各
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

角
館
地
区
で
は
自
主
防
災
組
織
の
避
難

訓
練
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
な
ど
、
西

木
地
区
で
は
初
期
消
火
訓
練
や
避
難
所
開

設
訓
練
、
日
本
赤
十
字
秋
田
県
支
部
の
講

話
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
沢
湖
地
区

で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
火
山
に

対
応
す
る
ほ
か
、
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
で
発

生
し
た
負
傷
者
を
救
助
し
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
搬
送
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
統
監
を
務
め
た
佐
竹
敬
久

知
事
は
、「
仙
北
市
の
課
題
を
盛
り
込
ん

だ
実
動
的
な
訓
練
だ
っ
た
。
参
加
さ
れ
た

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
災
害
対
応
の
イ
メ
ー

ジ
を
構
築
す
る
機
会
と
な
っ
て
も
ら
え
た

ら
よ
い
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
心
が
け
よ
う

秋
田
県
総
合
防
災
訓
練

　角館の伝統芸能ささら舞

３
体
の
獅
子
が
勇
壮
に
舞
う

　

８
月
15
日
、
角
館
地
区
で
「
さ
さ
ら

舞
」
が
昼
の
部
、
夜
の
部
の
２
回
に
わ

た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
角
館
の
観
光
行
事
実

行
委
員
会
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
昼
の

部
で
は
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
広
久

内
さ
さ
ら
が
、
白
岩
雲
巖
寺
で
白
岩
さ

さ
ら
と
堂
野
口
さ
さ
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ

勇
壮
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

さ
さ
ら
は
、
佐
竹
家
が
常
陸
か
ら
秋

田
に
国
替
え
に
な
っ
た
際
に
伝
え
ら

れ
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と

親
子
連
れ
や
見
物
客
で
賑
わ
う

　

８
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
前
広
場

で
、「
第
１
回
田
沢
湖
駅
前
広
場
夏
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
田
沢
湖
駅
前
広
場
を

活
用
す
る
会
（
通
称
＝
こ
ま
ち
の
会
・

村
上
陽
子
会
長
）
が
主
催
し
、
駅
前
に

賑
わ
い
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
今

年
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ
る

梵
天
や
梅
沢
さ
さ
ら
を
は
じ
め
、
石
神

番
楽
や
田
植
え
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

梵
天
と
の
記
念
撮
影
を
楽
し
む
親
子
連

　第１回田沢湖駅前広場夏まつり

れ
や
地
元
の
郷
土
芸
能
を
見
物
に
訪
れ

た
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
ま
ち
の
会
で
は
、
今
後
も
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
盆
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
で
大
切
に
守
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

雲巖寺では、白岩と堂野口ささらの演舞が繰り
広げられ、多くの観客を沸かせていました。

向生保内・下宿・石神の各集落の梵天が華
やかに披露されました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

新成人を代表して、加藤清志さんに門脇市長
から成人証書が手渡されました。

　

平
成
27
年
度
仙
北
市
成
人
式
が
仙
北
市

民
会
館
で
８
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
６
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
２
７
８
人
が
対
象
で
、
式
で
は
新
成
人

の
田
口
真
由
紀
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
成

人
者
を
代
表
し
、
加
藤
清
志
さ
ん
に
成
人

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、
浅
利
萌
菜
さ
ん

が
「
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
支
え
て
く

れ
た
家
族
や
周
り
の
方
々
に
感
謝
し
た

い
」、
阿
部
心
聖
さ
ん
が
「
目
標
を
達
成
し

た
先
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ス
や
変
化
を
感
じ
な
が
ら
歳
を
重

ね
て
い
き
た
い
」、
真
崎
宏
也
さ
ん
が
「
挑

戦
と
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
成
長
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

■
成
人
式
当
日
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
へ

　

成
人
証
書
を
９
月
30
日
ま
で
生
涯
学
習
課

で
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。

受
取
場
所
・
問
合
せ
／
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課
（
角
館
庁
舎
２
階
）

☎
（
43
）
３
３
８
３

訂正とお詫び 広報８月 1 日号「表紙」内の文中に誤りがありました。次のとおり訂正してお詫びいたします。

【誤】７月２５日から３日間、  ⇒  【正】７月２６日から３日間、5 4Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく


